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中
古
王
朝
物
語
の
会
話
文

―
―
地
の
文
と
の
境
界
を
め
ぐ

っ
て
―
―

一
　
は
じ
め
に

阪
倉

（
一
九
五
九
）
に
よ
れ
ば
、
中
古
王
朝
物
語

（以
下
、
「物
〓
巴

と
略
記
）
の
会
話
文
は
、
次
の
よ
う
な
形
式
に
よ

っ
て
標
示
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
目
印
が
あ
れ
ば
、
会
話
文
の
識
別
は
容

易
で
あ
る
。

十
八
世
紀
以
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ

っ
た
よ

う
に
、
会
話
文
を
表
示
す
る
引
用
符
は
、
物
語
の
文
章
な
ど
に
は
、

も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
発
達
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
か
わ

る
も
の
と
し
て
、
こ
の
種
の
文
章
に
は
、

い
は
く
…
…
と
い
ふ
。
い
ふ
や
う
…
…
と
い
ふ
。
い
ひ
け
る

は
…
…
と
い
ふ
。
い
は
く
…
…
と
。
い
は
く
…
…
と
て
、
い

ふ
や
う
…
…
と
て
、
い
ふ
…
…
と
て
、
い
は
く
…
…
。
い
ふ

や
う
…
…
。
い
ふ
…
…
。
…
…
と
い
ふ
。
…
…
と
あ
り
。

と
い
う
よ
う
な
語
句
が
、
会
話
文

［
・
・
・
］
の
前
後
、
ま
た
は

前
な
い
し
後
に
お
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
（
こ
れ
ら
の
伝
達
動
詞

は
、
ま
た

「
語
る
」
「申
す
」
「奏
す
」
「
き
こ
ゆ
」
「宣
ふ
」
星
ロ

黒
木
清
田

邦
彦

・
藤
本
真
理
子

朗
裕

・
森

勇
太

ぐ
」
「
問
ふ
」
「答
ふ
」
な
ど
に
お
き
か
え
ら
れ
る
場
合
の
あ
る
こ

と
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
）
。
後
述
の
ご
と
く
間
接
話
法
的
な
も
の

と
の
区
別
、
な
い
し
は
、
実
際
の
発
話
に
い
た
ら
ず
し
て
、
単
に

心
中
の
お
も
い
を
あ
ら
わ
す
に
す
ぎ
な
い

「
心
話
」
と
い
う
べ
き

も
の
と
の
区
別
に
は
、
微
妙
な
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

一
往
こ
れ
ら
を
目
じ
る
し
に
し
て
会
話
文
を
ひ
ろ
い
だ
す
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（阪
倉

一
九
五
九
、　
一
九
六
頁
）

通
達
動
詞
に
由
来
し
、
会
話
文
の
始
ま
り
を
標
示
す
る
、
響
口
は
く
」

や

「
言
ふ
や
う
」
と
い
っ
た
形
式

（以
下

「通
達
名
詞
し

は
、
九
世
紀

末
か
ら

一
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
成
立
と
さ
れ
る
、
『
竹
取
物
語
』

に
多
く
見
ら
れ
る
。

（
一
）
　

か
ぐ
や
姫
の
言
は
く
、
「
よ
く
も
あ
ら
ぬ
か
た
ち
を
、
深
き

心
も
知
ら
で

［
・
・
ム
。
世
の
か
し
こ
き
人
な
り
と
も
、

深
き
心
ざ
し
を
知
ら
で
は
、
あ
ひ
が
た
し
と
な
む
思
ふ
」
と

一言
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（竹
取
、
三
二
頁
）

公
一）
　

翁
、
皇
子
に
申
す
や
う
、
「
い
か
な
る
と
こ
ろ
に
か
、
こ
の

木
は
さ
ぶ
ら
ひ
け
む
。
あ
や
し
く
、
う
る
は
し
く
、
め
で
た



き
物
に
も
」
と
申
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（竹
取
、
三
一
頁
）

一
一　
問
題
の
所
在

し
か
し
、
『竹
取
物
語
』
を
離
れ
る
と
、
通
達
名
詞
が
む
し
ろ
希
有

な
存
在
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。　
一
〇
世
紀
後
半
の
成
立
と
さ
れ
る

『落
窪
物
語
』
か
ら
は
、
少
量
な
が
ら
も
、

（三
）
　

右
大
臣
の
た
ま
は
く
、
「子
の
生
ま
れ
た
る
に
、
祖
父
、
父
、

よ
ろ
こ
び
を
す
る
、
か
し
こ
き
子
な
り
」
と
申
し
た
ま
ふ
。

（落
窪
、
巻
二
、　
一
七
三
頁
）

（
四
）
　

わ
ら
は
な
る
子
の
言
ふ
や
う
、
「全
て
上
の
悪
し
く
し
た
ま

へ
る
ぞ
。
何
し
に
部
屋
に
籠
め
た
ま
ひ
て
、
か
く
を
こ
な
る

も
の
に
逢
は
せ
ん
と
し
た
ま
ひ
し
ぞ
。
Ｔ

・
・
］
い
み
じ

き
事
な
り
や
」
と
お
よ
す
げ
言

へ
ば

［
・
・
・
］

（落
窪
、
巻
二
、　
〓
一〇
頁
）

の
よ
う
な
例
を
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、　
一
一
世
紀
以
降

の
作
品
と
も
な
る
と
、
こ
う
し
た
例
は
、
全
く
と
言

っ
て
よ
い
ほ
ど
見

ら
れ
な
く
な
る
。

『
竹
取
物
語
』
な
ど
を
除
け
ば

（前
述
の
と
お
り
、
と
り
わ
け
、　
一

一
世
紀
以
降
に
お
い
て
は
）
、
物
語
の
会
話
文
は
、
地
の
文
と
の
境
界

が
曖
味
で
あ
る

（阪
倉

一
九
五
九
、
同

一
九
七
五
、
池
田
二
〇
〇
二
参
昭
じ
。

そ
の
た
め
、
『
眠
江
入
楚
』
の
よ
う
な
中
世
の
注
釈
書
に
お
い
て
は
、

会
話
文
と
地
の
文
を
区
別
す
る
た
め
、

（五
）
　

い
つ
く
に
お
は
し
ま
す
そ
　
　
弄
う

つ
せ
み
の
詞
云
々
　
此

義
非
也小
君
は
源
の
御
前
よ
り
か
へ
り
て
う
つ
せ
み
に
い
つ
く

に
お
は
し
ま
す
そ
と
ゝ
ふ
声
也

こ
ゝ
に
そ
ふ
し
た
る
　
　
花
小
君
か
い
ら
へ
也
　
曰疋
又
非
也

弄
の
義
と
同
じ
　
是
は
う

つ
せ
み
の
返
答
　
ま
ら
う
と

は
ね
給
ぬ
る
か
と
源
の
事
を
御
前
よ
り
か
へ
り
た
れ
は

小
君
に
と
ふ
詞
也

（眠
江
入
楚
、
二
、
篇
木
、　
一
八
七
頁
）

の
よ
う
な
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
読
解
の
精
度
を
上
げ
る
た
め
、

当
時
か
ら
す
で
に
、
会
話
文
と
地
の
文
を
区
別
す
る
必
要
が
あ

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
物
語
同
士
の
間
で
も
、
会
話
文
の
前
後
の
形
式
は

一
様
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
会
話
文
と
地
の
文
の
境
界
が
明
瞭
で

あ
る
か
否
か
に
直
結
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
会
話
文
の
前
後
の
形
式

に
注
目
し
、
地
の
文
と
の
境
界
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

な
お
、
時
間
的
な
問
題
か
ら
、
対
象
は
、
『竹
取
物
語
』
『落
窪
物

語
』
『
源
氏
物
語
』
『
と
り
か

へ
ば
や
物
語
』
（以
下
、
『竹
取
』
『落
窪
』

『源
氏
』
『と
り
か
へ
』
と
略
記
）
に
限
定
す
る

（
こ
の
四
つ
は
、
推
定
成

立
年
代
を
も
と
に
選
ん
だ
。
そ
の
他
の
作
品
を
含
め
た
包
括
的
な
考
察

は
、
別
稿
に
お
い
て
お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
）
。
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〓
一　
会
話
文
の
前

一二
。
一　

通
達
名
詞

・
動
詞

前
述
の
と
お
り
、
会
話
文

の
始
ま
り
を
標
示
す
る
通
達
名
詞
は
、

『竹
取
』
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
『竹
取
』
に
は

一
九
二
例
の
会
話

文
が
あ
る
が
、
そ
の
三
〇
％
弱
に
あ
た
る
五
七
例
が
通
達
名
詞
を
と
る
。

次
に
例
を
挙
げ
る

（前
掲

（
こ

（一
し
も
参
昭
じ
。

（六
）
　

か
ぐ
や
姫
答

へ
て
言
は
く
、
「
も
は
ら
、
さ
や
う
の
宮
仕

ヘ

仕
ま

つ
ら
じ
と
思
ふ
を
、
７

一
・
］
。
御
官
か
う
ぶ
り
仕
う

ま

つ
り
て
、
死
ぬ
ば
か
り
な
り
」
。
　
　

　

（竹
取
、
五
九
頁
）

（七
）
　

翁
の
言
ふ
や
う
、
「御
迎

へ
に
来
む
人
を
ば
、
長
き
爪
し
て
、

眼
を
掴
み
潰
さ
む
。
さ
が
髪
を
と
り
て
、
か
な
ぐ
り
落
と
さ

む
。
さ
が
尻
を
掻
き
出
で
て
、
こ
こ
ら
の
朝
廷
人
に
見
せ
て
、

恥
を
見
せ
む
」
と
腹
立
ち
を
り
。
　

　

　

（竹
取
、
六
九
頁
）

今
回
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
『
落
窪
』
『
源
氏
』
『
と
り
か
へ
』

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
通
達
名
詞
の
割
合
が
二
％
を
超
え
る
こ
と
は

な
い
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（八
）
　
　
　
　
　
　
通
達
名
　
会
話
文

竹
取
　
　
　
　
五
七
／

一
九
二

（三
〇
％
弱
）

落
窪
　
　
　
　
一
一
／
七
七
四

（
　
一
％
強
）

源
氏
　
　
　
　
　
一
／
七
〇
九

（
　
一
％
弱
）

と
り
か
へ
　
　
　
○
／
二
四
四

（　
〇
％
　
）

ま
た
、
『
竹
取
』
は
、
会
話
文
の
前
に
、
喜
口
ふ
」
な
ど
の
通
達
動
詞

が
現
れ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
も
区
別
さ
れ
る
。

（九
）
　
　
　
　
　
　
通
達
動
　
会
話
文

竹
取
　
　
　
　
一
六
／

一
九
二

（　
八
％
強
）

落
窪
　
　
　
　
　
一
一／
七
七
四

（
　
一
％
弱
）

源
氏
　
　
　
　
　
一二
／
七
〇
九

（
　
一
％
弱
）

と
り
か
へ
　
　
　
一
／
二
四
四

（
　
一
％
弱
）

通
達
名
詞
に
比
べ
る
と
差
は
小
さ
い
も
の
の
、
（九
）
は
、
（八
）
と
平

行
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〓
丁

一
一　
通
達
名
詞

・
動
詞
の
主
語

（会
話
文
の
話
し
手
）

興
味
深
い
の
は
、
会
話
文
の
前
に
通
達
名
詞

・
動
詞
が
あ
る
と
、
大

抵
そ
の
主
語

（会
話
文
の
話
し
手
）
が
明
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
場
合
、
基
本
語
順
に
従

っ
て
、
主
語
が
通
達
名
詞

・
動
詞
に

先
行
す
る
。

（
一
〇
）

公羽
答
ふ
、
「定
か
に
作
ら
せ
た
る
も
の
と
聞
き

つ
れ
ば
、
返

さ
む
こ
と
い
と
易
し
」
と
う
な
づ
き
を
り
。
（竹
取
、
六
六
頁
）

（
一
一
）

明
け
ぬ
れ
ば
、
帯
刀
に
衛
門
が
言
ふ
、
「
し
か
じ
か
の
こ
と

あ
る
べ
か
な
る
を
、
心
憂
く
も
言
は
ぬ
に
こ
そ
。
遂
に
隠
れ

あ
る
べ
き
こ
と
か
は
」
と
言
ひ
け
れ
ば

［
・
・
占

（落
窪
、
巻
二
、　
王
全
こ

会
話
文
の
前
の
通
達
名
詞

・
動
詞
に
、
そ
の
主
語
が
先
行
す
る
割
合

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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（
一
二
）
　
　
　
　
　
主
語
先
　
通
　
達

竹
取
　
　
　
　
エハ
四
／
　
七
三

（八
八
％
弱
）

落
窪
　
　
　
　
　
八
／
　
一
〓
一
（六
二
％
弱
）

源
氏
　
　
　
　
　
○
／
　
　
四

（　
〇
％
　
）

と
り
か
へ
　
　
　
○
／
　
　
一

（　
〇
％
　
）

こ
の
よ
う
に
、
通
達
名
詞

・
動
詞
の
有
無
と
、
主
語
の
有
無
、
お
よ

び
そ
の
位
置
の
間
に
は
、
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〓
丁

〓
一　
文
成
分
な
し

先
ほ
ど
ま
で
と
は
う

っ
て
変
わ

っ
て
、
会
話
文
の
前
に
、
通
達
名

詞

・
動
詞
や
主
語
は
お
ろ
か
、
副
詞
な
ど
の
修
飾
語
す
ら
と
ら
な
い
例

も
珍
し
く
な
い

（む
し
ろ
、
こ
ち
ら
の
方
が
多
数
派
）
。
た
と
え
ば
、

次
の
よ
う
で
あ
る

（「
φ
」
は
文
成
分
が
な
い
こ
と
を
示
す
）。

（
一
三
）

φ

天
ι

「親
、
君
と
申
す
と
も
、
か
く

つ
き
な
き
こ
と
を

仰
せ
た
ま
ふ
こ
と
」
と
、
事
行
か
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
、
大
納
言
を

謗
り
合
ひ
た
り
。
φ

冥
彗
己
「
か
ぐ
や
姫
据
ゑ
む
に
は
、
例

の
や
う
に
は
見
に
く
ｔ
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
う
る
は
し
き
屋

を
造
り
た
ま
ひ
て

［
・
・
・
］
　
　
　
　
　
（竹
取
、
四
四
頁
）

（
一
四
）

φ

２
大
Ｅ

「
思
し
捨

つ
ま
じ
き
人
も
と
ま
り
た
ま

へ
れ
ば

［
・
・
上
』
な
ど
慰
め
は
べ
る
を

［
・
・
・
］
さ
り
と
も
遂

に
は
と
あ
い
な
頼
め
し
は
べ
り

つ
る
を
、
げ
に
こ
そ
心
細
き

夕

べ
に
は
べ
れ
」
と
て
も
泣
き
た
ま
ひ
ぬ
。
φ

原
５

「
い

と
浅

は
か
な
る
人

々
の
歎
き

に
も
は
べ
る
な
る
か
な
。

［
。
・
・
］
今
御
覧
じ
て
む
」
と
て
出
で
た
ま
ふ
を
、
大
臣

見
送
り
き
こ
え
た
ま
ひ
て

［
・
・
出（源
氏
、
葵
、
二
、
六
四
頁
）

（
一
五
）

［尚
侍
が
］
い
と
い
み
じ
く
清
ら
に
て
間
は
せ
た
ま
ふ
に
、

［使
い
は
］
い
と
か
た
じ
け
な
く
な
り
て
、
「宇
治
の
わ
た
り

に
お
は
し
ま
す
と
ぞ
承
る
」
と
。
φ

岡
位

「宇
治
の
い
づ

く
の
ほ
ど
ぞ
」
。
φ

震
じ

「式
部
卿
の
宮
の
御
領
と
ぞ
承
り

し
」
と
申
せ
ば

［
・
・
・
］

（と
り
か
へ
、
巻
三
、
二
五
〇
頁
）

次
の
よ
う
に
、
会
話
文
の
前
に
文
成
分
が
な
い
例
は
、
『
竹
取
』
以

外
の
作
品
に
多
い
。
こ
の
点
で
、
三

。
一
節
、
三

・
二
節
に
お
い
て
確

認
し
た
、
通
達
名
詞
な
ど
の
量
的
分
布
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

（
一
六
）
　
　
　
　
　
成
分
無
　
会
話
文

竹
取
　
　
　
　
一二
一
／

一
九
二

（
王
ハ
％
強
）

落
窪
　
　
　
一二
五
〇
／
七
七
四

（四
五
％
強
）

源
氏
　
　
　
四
二
四
／
七
〇
九

全
ハ
〇
％
弱
）

と
り
か
へ
　
　
七
九
／
二
四
四

（一壬
一％
強
）

四
　
会
話
文
の
後

四

。
一　

動
詞
の
主
語

（会
話
文
の
話
し
手
）

三

。
二
節
で
見
た
よ
う
に
、
『
竹
取
』
に
お
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、

会
話
文
の
前
の
通
達
名
詞

・
動
詞
に
、
そ
の
主
語
が
先
行
す
る
。
同
様

の
こ
と
を
会
話
文
の
後
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
得

ら
れ
た
。



（
一
七
）
　
　
　
　
　
主
語
先
　
動
　
詞

竹
取
　
　
　
　
　
一
／

一
五
五

（
　
一
％
弱
）

落
窪
　
　
　
　
　
エハ
／
五
六
四

（
　
一
％
強
）

源
氏
　
　
　
　
一
六
／
五
四
五

（　
一二
％
弱
）

と
り
か
へ
　
　
　
一
一／

一
九
〇

（
　
一
％
強
）

い
ず
れ
も
三
％
を
下
回

っ
て
お
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
有
意
差
の
有
無

が
判
断
し
が
た
い
。

四

。
二
　
引
用
標
識
と
動
詞
の
接
続

続
い
て
、
会
話
文
の
引
用
標
識
と
動
詞
の
接
続
関
係
を
見
る
。
次
の

よ
う
に
、
ア
と
」
や

「―
な
ど
」
と
い
っ
た
引
用
標
識
と
動
詞
の
間
に
、

補
語
や
修
飾
語
が
入
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。

（
一
八
）

参
醤

「
こ
れ
参
れ
」
と
女
君
に
参
り
た
ま
＾
ど
、
恥
ぢ
て
参

ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（落
窪
、
巻

一
、
五
〇
頁
）

（
一
九
）

民
部
乙

「
さ
て
、
い
と
久
し
く
罷
ら
ざ
り
し
に

［
・
・
上

さ
す
が
に
口
疾
く
な
ど
は
侍
り
き
」
と
し
づ
し
づ
と
申
せ
ば

［
・
・
・
］
　
　
　
　
　
　
　
　
（源
氏
、
帯
木
、　
一
、
八
八
頁
）

（
二
〇
）

（大
せ

「
げ
に
さ
る
こ
と
」
と
心
や
す
く
う
ち
言
ひ
な
が
ら

［
・
・
・
］
　
　
　
　
　
　
　
（と
り
か
へ
、
巻
三
、
二
四
七
頁
）

（
一
八
）
～

（二
〇
）
の
よ
う
な
例
は
、
『
源
氏
』
と

『
と
り
か

へ
』

に
多
く
見
ら
れ
る
。
具
体
的
な
数
値
を
次
に
示
す
。

（二

一
）
　
　
　
　
　
非
直
接
　
動
　
詞

竹
取
　
　
　
　
一
〇
／

一
五
五

（　
エハ
％
強
）

落
窪
　
　
　
　
五
〇
／
五
六
四

（　
九
％
弱
）

源
氏
　
　
　
　
八
五
／
五
四
五

（
一
六
％
弱
）

と
り
か
へ
　
　
一二
八
／

一
九
〇

（
二
〇
％
　
）

（
一
七
）
と

（
二

一
）
を
併
せ
る
と
、
主
語
、
補
語
、
修
飾
語
な
ど

を
有
す
る
文

（実
際
の
統
語
範
疇
は
節
）
が
、
会
話
文
の
後
に
ど
の
程

度
現
れ
る
か
が
わ
か
る
。
三
節
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
『
竹
取
』

に
お
い
て
は
、
会
話
文
の
前
に
、
主
語
や
補
語
を
有
す
る
文
が
多
く
現

れ
る
。
『
源
氏
』
な
ど
は
そ
の
反
対
で
、
そ
う
し
た
文
は
む
し
ろ
、
会

話
文
の
後
に
多
い
。

五
　
会
話
文
と
地
の
文
の
境
界

前
述
の
と
お
り
、
『
竹
取
』
に
お
い
て
は
、
主
語
、
補
語
、
修
飾
語

な
ど
を
有
す
る
文
が
、
会
話
文
の
前
に
現
れ
る
。
文
と
し
て
の
体
を
な

し
て
い
る
の
は
、
会
話
文
の
前
の
方
で
あ
り
、
後
の
方
は
簡
素
で
あ
る
。

公
一二
）

帝
聞

こ
し
召
し
て
、
内
侍
中
臣
の
ふ
さ
子
に
の
た
ま
ふ
、

「
多
く
の
人
の
身
を
い
た
づ
ら
に
な
し
て
逢
は
ざ
な
る
か
ぐ

や
姫
は
、
い
か
ば
か
り
の
女
ぞ
』
と
、
罷
り
て
見
て
参
れ
」

と
の
た
ま
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（竹
取
、
五
六
頁
）

（
二
三
）

一
人
の
男
、
文
挟
み
に
文
を
挟
み
て
申
す
、
「内
匠
の
工
匠
、

あ
や
べ
の
内
麻
呂
申
さ
く

［
。
・
ム
。
こ
れ
を
賜
ひ
て
、

悪
き
家
子
に
賜
は
せ
む
」
と
言
ひ
て
捧
げ
た
り
。



（竹
取
、
三
四
頁
）

公
〓
し

（
二
三
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
『竹
取
』
の
地
の
文
は
、
大

抵
会
話
文
の
前
で
完
結
し
て
い
る
。
会
話
文
も
、
文
末
の
述
語
が
終
止

法
の
形

（終
止
形
や
、
係
助
詞
に
呼
応
し
た
連
体
形
、
已
然
形
）
を

と

っ
た
り
、
終
助
詞
を
接
続
さ
せ
た
り
す
る
の
で
、
地
の
文
と
の
境
界

が
明
確
で
あ
る
。

一
方
、
『
源
氏
』
な
ど
は
、
地
の
文
が
会
話
文
を
包
む
よ
う
な
構
造

に
な

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
二
四
）

君
は
お
こ
な
ひ
し
た
ま
ひ
つ
つ
、
日
た
く
る
ま
ま
に
、
い
か

な
ら
ん
と
思
し
た
る
を
、
霙
△

「
と
か
う
紛
ら
は
さ
せ
た
ま

ひ
て
、
思
し
入
る
れ
ぬ
な
ん
よ
く
は
べ
る
」
と
聞
こ
ゆ
れ
ば
、

背
後
の
山
に
立
ち
出
で
え
京
の
方
を
見
た
ま
ふ
。
は
る
か
に

霞
み
わ
た
り
て
、
四
方
の
梢
そ
こ
は
か
と
な
う
け
ぶ
り
わ
た

れ
る
ほ
ど
、　
履
５

「
絵
に
い
と
よ
く
も
似
た
る
か
な
。
か

か
る
所
に
住
む
人
、
心
に
思
ひ
残
す
こ
と
は
あ
ら
じ
か
し
」

と
の
た
ま
へ
ば

［
・
・
・
］

（源
氏
、
若
紫
、　
一
、
二
〇
二
頁
）

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（小
学
館
）
の
頭
注
に
よ
れ
ば
、
「
絵
に

…
似
た
る
か
な
」
を
地
の
文
と
す
る
説
や
、
「
は
る
か
に
霞
み
わ
た
り

て
…
」
以
下
を
源
氏
の
発
話
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
と
い
う
。
地
の
文

か
ら
会
話
文

へ
の
移
行
が
滑
ら
か
な
た
め
、
明
確
な
境
界
を
引
く
の
は

困
難
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
図
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（二
五
）

［地
の
文
］

［会
話
文
］

［地
の
文
］
…

（
＝

（二
一
し

（二
〓
し
）

（
二
六
）

［地

の
文

　

［会
話
文
］
　

地

の
文
］
…

　

　

（
＝

公
一四
じ

本
稿

で
は
、
会
話
文

の
前
後

の
形
式

に
注
目
し
、
物
語
同
士

の
間
で

も
、
地
の
文
と
の
境
界
が
、
右

の
よ
う
に
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

注（ｌ
Ｖ
」
の
時
代
、
ク
語
法
は
す
で
に
生
産
性
を
失

っ
て
い
る
た
め
、
コ
』
は
く
」

な
ど
の
例
は
求
め
る
べ
く
も
な
い
。
た
だ
し
、
同
様
の
表
現
は
、
冨
口ふ
や

う
」
や
準
体
節

（
［主
語
‐
が
／
‐
の
＋
通
達
動
詞
連
体
形
］
（例
）
内
侍
の
の

た
ま
ふ
）
で
代
用
可
能
で
あ
る
か
ら
、
ク
語
法
の
衰
微
は
、
こ
の
こ
と
に
は

関
係
し
な
い
。

（２
）
調
査
範
囲
は
次
の
と
お
り
。
『竹
取
』
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
全
巻
調
査

で
は
な
い
が
、
こ
れ
が
原
因
で
、
本
稿
の
主
張
が
覆
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

２
つ
。

『落
窪
』
…
巻

一
、
二

『源
氏
』
…
桐
壺
巻
～
葵
巻

『
と
り
か
へ
』
…
巻
三
、
四

（３
）
「通
達
名
詞
の
主
語
」
と
い
う
の
は
、
誤
解
を
生
み
か
ね
な
い
表
現
で
あ

る
が
、
お
お
よ
そ
、
従
属
節
中
の
主
語
に
相
当
す
る
と
考
え
て
よ
い
。
し
た

が

っ
て
、
（
こ

（四
）
（七
）
２

一
）
の
よ
う
に
、
属
格
助
詞

「‐
が
」
７

の
」
が
標
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（４
）
会
話
文
を
承
け
る
の
は
、
必
ず
し
も
通
達
動
詞
に
限
ら
な
い
の
で

（７
・

と
泣
く
」
「
…
と
恥
ぢ
ら
ふ
」
な
ど
）、
対
象
を
動
詞

一
般
に
広
げ
た
。
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【資
料
】

『竹
取
物
語
』
（九
世
紀
末
～

一
〇
世
紀
初
）

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
１２
　
竹
取
物
語

平
中
物
語
』
、
小
学
館
、
片
桐
洋

一
（校
訂
）、
伊
勢
物
語
　
大
和
物
語

底
本
＝
古
活
字
十
行
甲

本

『落
窪
物
語
』
貧

○
世
紀
後
）

『新
日
本
古
典
文
学
大
系
１８
　
落
窪
物
語
　
住
吉
物
語
』
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
九
、
藤
井
貞
和

・
稲
賀
敬

一
（校
訂
）、
底
本
＝
九
条
家
本

『
源
氏
物
語
』
貧

一
世
紀
初
）

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
２０
～
２５
　
源
氏
物
語
』
、
小
学
館
、　
一
九
九

四
～
九
八
、
阿
部
秋
生

・
秋
山
虔

・
今
井
源
衛

・
鈴
木
日
出
男

（校
訂
）
、

底
本
＝
伝
明
融
筆
臨
模
本

・
大
島
本

・
伝
定
家
筆
本

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
貧

一
一世
紀
末
？
）

『新
日
本
古
典
文
学
大
系
２６
　
堤
中
納
言
物
語
　
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
、

岩
波
書
店
、　
一
九
九
二
、
今
井
源
衛

。
森
下
純
昭

。
辛
島
正
雄

（校
訂
）、

底
本
＝
陽
明
文
庫
本

『眠
江
入
楚
』
２

五
九
八
）

『眠
江
入
楚
　
自

一
桐
壺
至
十

一
花
散
里
』
、
武
蔵
野
書
院
、　
一
九
八
四
、

中
野
幸

一
（編
）、
底
本
＝
国
会
図
書
館
蔵
本

（寛
永
二
〇
年
飛
鳥
井
雅

章
筆
本
、
旧
三
条
西
家
蔵
本
）

【参
考
文
献
】

池
田
和
臣

（二
〇
〇
二
）
「
源
氏
物
語
の
文
体
形
成
―
仮
名
消
息
と
仮
名
文

の
表
記
―
」、
『
国
語
と
国
文
学
』
七
九

・
二
、　
一
～

一
七
頁
、
東
京
大

学

井
島
正
博

（二
〇
〇
五
）
「中
古
和
文
の
地
の
文
と
会
話
文
」
、
『築
島
裕
博

士
傘
寿
記
念
　
国
語
学
論
集
』
、
二
三
〇
～
四
六
頁
、
汲
古
書
院

加
藤
昌
嘉

（二
〇
〇
六
）
「
と
」
の
気
脈
―
平
安
和
文
に
お
け
る
、
発
話
／

地
／
心
内
の
境
―
」
、
『
詞
林
』
四
〇
、　
一
四
～
二
八
頁
、
大
阪
大
学
古

代
中
世
文
学
研
究
会

（二
〇
〇
七
）
「句
読
を
切
る
。
本
文
を
改
め
る
。
」、
伊
井
春
樹

（監
修
）
。
加
藤
昌
嘉

（編
）
『講
座
源
氏
物
語
研
究
８
　
源
氏
物
語
の

こ
と
ば
と
表
現
』
、　
〓

〓
ハ
～
五
〇
頁
、
お
う
ふ
う

阪
倉
篤
義

（
一
九
五
九
）
「物
語
の
文
章
―
会
話
文
に
よ
る
考
察
」
、
『人
文
』

六
、
京
都
大
学

［再
録
…
阪
倉

（
一
九
七
五
）、
六
六
～
八
四
頁
］

―
―
―
―

（
一
九
七
五
）
『文
章
と
表
現
』、
角
川
書
店

三
谷
邦
明

・
東
原

伸
明

（編
）
貧

九
九

一
）
『
日
本
文
学
研
究
資
料
新
集

５
　
源
氏
物
語
　
語
り
と
表
現
』
、
有
精
堂
出
版

宮
坂
和
江

（
一
九
五
五
）
天
本話
文
と
地
の
文
」
、
『
国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
』

二
〇

・
六
、　
一
四
～

一
七
頁
、
至
文
堂

（く
ろ
き

。
く
に
ひ
こ
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

（
ふ
じ
も
と

。
ま
り
こ
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

（き
よ
た

。
あ
き
ひ
ろ
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

（も
り

・
ゆ
う
た
　
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）


